




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































〔 マ マ 〕
月十日『日』「
〔ママ〕
　清水君ハ恐懼出来□出来□□□□□□、其外ノ手続を申附る、　　　
豆煮物、○本日南海上波多し、□□□雲多し、○灌腸たる由ナリ、
六月十一日『月』本日入梅、雨了して天気到り、朝ノ中少しく雨□□□□、午後しる
汁粉を食す、本日石橋山ノ影猶見る、□□□江之島□□□□□む、　　　○午後中
嶋　　之訪問を受く、中嶋玄覚老ノ二十三年忌ノ由ナリと、金五十銭香料を贈□る
事に決ス、
六月十二日『火』晴、朝時雄、佐土原君へ頼し花淐
〔菖蒲〕
浦を贈り、其礼として看婦
病
婦来る、
花淐浦之儀を述帰、其後一時二十四分ノ滊車ニテ時雄は京に返る、此節鮮鮮□□□
□□□ニ而□国ノ近海□□□極む、紳六郎も海軍ニ而其方へ赴きたる由ナリ、事ノ
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□心痛する故ニ時雄□□□□□□□□□
□□□□□□□□、
六月十三日『水』早起、灌腸、次ニ湯殿ニ至り洗顔、灌水、次に復座、□□及牛乳一
合、次水を喫し裏便所に行く、了て今　就座、○本日は晴なれと雨天に帰し、午後
晴に赴きたり、存外ノ変したり、○□□□□□の□□を通し花淐浦を□□□□□□
□庭前ノ百日紅初而開く、花紅を看る、
〔一行弱不読〕
〔半行余不読〕
― 128 ―
「西周日記」
『□□□□□□□□、』
六月十四日『木』午飯は粟餅を食ふ、
六月十五日『金』晴、舛子、向嶌清水へ行く、一番滊車ニ而、近日来状、東京□町、
此舛子本日之清水行なる所也、幷□□□□□□より、西紳六郎 チヽカイキヒ□□
なり、向嶌山辺丈夫電報ナリ、二時ノ滊車□□□□□□□□、六月十四日東京込□
牛込区山伏町西□□、
六月十六日『金
土
』清水格亮死去、岡芳
よし寿
寿に岡のおミち来る、二泊して十七日共に帰り、
今夜□□□、
六月十七日『日』清水格亮君を神葬祭ス、金三円を贈ル事にス、　　　□□□□なり、
□□□□□
〔以下、前日ノ行ニ重複記ス〕
□□□□□□、
六月十八日『月』本日清水君ヲ神葬ス、金三円贈之、　
六月十九日『火』本日百足屋来り、平野東京テ移転スといふ、金壱円を贈りて爾来ノ
厚情ヲ謝ス、□□□□□、○本日岡よし寿夫婦謝状遣ス、之を受く、○午方浴揚、
六月二十日『水』きよ子帰らす、午後頗ル地震あり、午後入浴潮水、三時揚る、□□
□□、
六月廿一日『木』晴、昨日ノ地震ニテ□□所あり、東京大地震と申して諸人午後に行
□□□□□平常の如し、○ 、昨二十日東京大辰
〔震〕
災ニ付きよこ九
九
時
時
過き
よ子帰宅、朝なり、○入浴海水ナリ、此□□ナリ、
『本日夏至ナリ、』
六月廿二日
『金』
　中晴、少しく雨気あり、朝灌腸、小便少し、午時ニ至り灌腸、□□甚し、
□より□□便所ニ行く、小水通利あり、午餐ハあいなめ、南瓜ノ煮物、茶飯等ナリ、
六月廿三日『土』中晴、雨降り、甚しからすして止む、本日書□之事□□□□人の□
□□□□□□□□して□事□□なり、□□□□□□□、入浴潮湯、○きよ子より□
□□□□□□、
六月二十四日『日』晴、朝百足屋、井戸を検し、其下水掃除なりといふ、
六月二十五日『月』朝灌腸、人入浴潮水、山辺丈夫君来訪、お□君、□□□君、□□
□来臨、本日紳六郎より□□□□□□書
書状なり□□□
状来る　、 九時ノ滊車□□
□□□□□□□、此に見送る、
六月廿五日　此日三十円に 、
大
祓六月三十日『土』是迄間違多し、本日より改正す、　　　
　　　　　　　　　本日大磯川開きなり、南より花ひ揚る、
〔以降、記述無し〕
〔十字程不読〕
〔以下、一行半程不読〕
〔以下、半行程不読〕
― 129 ―
『南山経済研究』掲載論文の中で示された内容や意見は，南山大学および南山大学経済学会
の公式見解を示すものではありません。また，論文に対するご意見・ご質問や，掲載ファ
イルに関するお問い合わせは，執筆者までお寄せください。
 （川崎　勝，E-mail: tanishi9n@jcom.home.ne.jp）
